水郷水都全国会議

第24回大会・東京大会

「水郷水都運動の新しい段階を作ろう」

2008年6月13日（金）18:00―6月14日（土）16:00

国立オリンピック記念青少年総合センター

日程

２００８年６月１３日(金)１８：００－２２：００

	１８：００　基調提案（センター棟１０１）


18:15　開会挨拶　大熊孝(水郷水都全国会議共同代表）


18:30　基調提案　竹下幹夫（第23回松江大会現地実行委員会事務局長）


19:15　移動
１９：４５　懇親会　　　宿泊Ｄ棟9階レストランさくら

２２：００　終了


２００８年６月１４日(土)９：００－１６：００

	　９：００　記念講演と各地からの報告（センター棟１０２）

9:00　記念講演　「河川法は生きているか？－逆流する淀川－」

淀川水系流域委員会委員長　宮本博司


9:45　質疑


10:00各地からの報告（5分x4団体、個人）

１０：３０　基調提案を受けて討議（水郷水都運動の方向性）


12:00　午前の部終了

１３：００　水郷水都運動の方向性（センター棟１０９）


・午前中からの継続討議


・会則改定（会員制の導入、会費の設定）


・新事務局からの報告

１６：００　終了


参加費(当日会場で受け付けます）

会議参加費：3,000円

交流会費　：5,000円

宿泊費(宿泊者のみ)：4,300円

連絡先

305-0061つくば市稲荷前24-22,原田気付、水郷水都全国会議東京大会事務局

電話&FAX：029-855-2752、電子メール：tharada@japan.email.ne.jp

２００７年度の活動(2007.04-2008.03)

①第23回全国大会(松江大会）

第23回全国大会｢松江大会｣は第23回水郷水都全国会議現地実行委員会(実行委員長：保母武彦氏)により2007年5月26-27日、松江市くにびきメッセ国際会議場で「あらためて人と湖の共存を求めて」をテーマに計6005名が参加した。

②全国実行委員会

2007年第1回全国実行委員会は2007年5月26日（日）松江市労働会館で開催され、2006年度の活動報告、2007年度活動計画、第23回松江大会の状況報告、全国実行委員会の課題、基調提案について、大会宣言(案)の検討などが議論された。(資料1）

③方向性検討のためのメーリングリストの設置

2007年11月24日に水郷水都運動のあり方を検討するためのメーリングリストを設置した。

④共同代表・事務局打ち合わせ

・2007年10月15日に東京で共同代表、事務局長等が集まり、2008年第24回大会を全国実行委員会主催で東京で開催することを決めた。

・2008年3月28日に東京で、保母共同代表と原田事務局次長が東京大会準備のための打ち合わせを行った。

２００７年度会計報告

	年度
	収入
	支出
	残高

	2003
	50,250
	26,935
	23,315

	2004
	675,781
	659,320
	39,776

	2005
	66,500
	203,793
	-97,517

	2006
	76,340
	5,315
	-26,492

	2007
	84,110
	0
	57,618


	日付
	内容
	収入
	支出
	残高

	　
	2006年度残高
	
	　
	-26,492 

	2007.05.28
	松江大会カンパ
	40,691 
	　
	　

	2007.05.28
	20年誌(30部）
	30,000 
	　
	　

	2007.06.12
	郵便振替払い出し
	10,010 
	　
	　

	2007.08.20　
	利息
	150 
	
	

	2008.01.25　
	20年誌
	610
	　
	　

	2008.01.28　
	20年誌
	610
	
	

	2008.01.29　
	20年誌
	610
	
	

	2008.02.18　
	利息
	219 
	
	

	2008.03.31
	郵便振替口座残金
	1,210
	
	

	
	(合計）
	84,110
	0
	57,618


全国実行委員名簿(2008.04.23)32名

	共同代表(３名)
	奥井　登美子
	保母　武彦
	大熊　孝
	

	事務局(２名)
	石田　幸彦
	原田　泰
	

	全国実行委員

(２６名)
	植本　眞司
	金子　博
	木原　敏
	児玉　澄子

	
	相楽　治
	崎山　正美
	関　耕平
	竹内　明子

	
	竹下　幹夫
	田中　秀子
	田渕　直樹
	土屋　十圀

	
	寺井　篤樹
	成田　正人
	西　利夫
	畠山　重篤

	
	姫野　雅義
	前田　恭伸
	松村　勝弘
	宮本　一美

	
	宮本　昌博
	村上　廣造
	森　　保文
	矢間　秀次郎

	
	米村　輝子
	渡辺　佐一郎
	
	

	
	
	
	
	

	名誉顧問(1名)
	木原　啓吉
	


会則改定案

（現行のものと改定案の対比表）

	        現行

　　　水郷水都全国会議会則
水郷水都全国会議　会則
1．　総則
1.1　名称
　本会は水郷水都全国会議という。
1.2　事務所
　本会の事務所は（事務局長の連絡先）に置く。
2．　目的及び活動
2.1　目的
　本会は、全国各地で水環境に関わり活動する市民・団体等を基盤として、お互いの交流を通して全国的なネットワークを形成し、各地の課題と共通の課題の解決策を探り、新たな目標を共有し、未来につながる水郷水都の水文化をはぐくむことを目的とする。
2.2　活動
　本会は、上記目的を達成するために以下の活動を行う。
　(1)全国大会の開催
　(2)情報を交換・共有する場の提供
　(3)情報の記録及び発信
　(4)その他、本会の目的に沿った活動
3.　全国実行委員
全国実行委員は、本会の運営に継続して参加可能な市民及び団体等からの代表者とする。
4.　役員とその職務
4.1役員の構成
　本会は以下の役員を置く。
　(1)代表　：複数の場合は共同代表とする。
　(2)事務局長及び次長
4.2　役員の選出
　役員は、全国実行委員会において選出される。
4.3　職務
　(1)代表は本会を代表し、活動を総括する。
　(2)事務局長及び次長は、全国大会の企画を支援し、Webの管理・記録などを総括する。
5. 全国実行委員会
全国実行委員会は、毎年一回以上開催し、本会の活動を審議するとともに、全国大会を開催する大会実行委員会を承認する。
6.　全国大会
　全国大会はその都度承認される大会実行委員会が企画・運営する。
7.　会計
7.１　本会の事務局経費
　事務局経費は事務局次長が管理し、全国実行委員会に報告・承認を受ける。
7.２　全国大会の会計
　全国大会の会計は、大会実行委員会が独自に掌握する。
（付則）
１．本会則は2004年4月10日より発効する。
２．本会則は2007年5月27日に改訂された。
	       改正案

 　　　水郷水都全国会議会則
   水郷水都全国会議　会則
（名称）
第１条  本会は水郷水都全国会議（「全国会　　　議」という。）という。
 （事務局）
第２条　全国会議の事務局は、島根県松江市　　　袖師町99　（財）宍道湖・中海汽水湖　　　研究所に置く
 （目的）
第３条　本会は、全国各地で水環境に関わり　　　活動する市民・団体等を基盤として、　　　お互いの交流を通して全国的なネット　　　ワークを形成し、各地の課題と共通の　　　課題の解決策を探り、新たな目標を共　　　有し、未来につながる水郷水都の水文　　　化をはぐくむことを目的とする。
 （事業）
第４条　本会は、上記目的を達成するために以下の活動を行う。
　　　(1)全国大会の開催
　　　(2)情報を交換・共有する場の提供
　　　(3)情報の記録及び発信
　　　(4)その他、本会の目的に沿った活動
（会員）
第５条　本会の会員は､ 会の目的に賛同して入会した個人又は団体とする｡
　　２　会員は､総会において別に定める入　　　会費を納入しなければならない｡
　(役員の種別及び定数)
第６条　全国会議に次の役員を置く｡
　　  (1)全国実行委員　全国実行委員は、本　　　会の運営に継続して参加可能な市民及　　　び団体等からの代表者とする。定数は　　　特に定めない。
　　　(2)監事　２人
    ２　全国実行委員の中から代表を選出す　　　る。代表を複数とする場合は共同代表　　　とする。
　（役員の選出）
第７条  全国実行委員及び監事は､ 総会にお　　　いて選任する｡
　　２　代表は全国実行員会において互選す　　　る｡
    ３　役員の任期は､２年とする｡ただし再任を妨げない｡
   (役員の職務)
第８条　代表は､本会を代表し､ 会務を執行する｡
  （総会）
第９条　全国会議の総会は､ 通常総会及び臨　　　時総会の２種とする｡
    ２  総会は､代表が招集する｡ 
    ３  総会の議長は､代表があたる。
  （総会の権能）
第１０条  総会は､ 以下の事項について議決　　　　する｡ 
　　　　(1)会則の変更
　　　　(2)事業計画及び収支予算並びにそ　　　　　　の変更
　　　　(3)事業報告及び収支決算
　　　　(4)役員の選任又は解任
　　　　(5)会費の額
　　　　(6)事務局の組織及び運営
　　　　(7)その他運営に関する重要事項
 （全国実行委員会）
第１１条　全国実行委員会は、毎年一回以上　　　　開催し、この会則で別に定めるもの　　　　のほか､ 次の事項を議決する｡ 
　　　(1)全国大会を開催する大会実行委員　　　　　会を承認する。
　　　(2)総会に付議すべき事項
　　　(3)総会の議決した事項の執行に関す　　　　　る事項
  　　(4)その他総会の議決を要しない業務　　　　　の執行に関する事項
 （全国大会）
第１２条  全国大会はその都度承認される大　　　　会実行委員会が企画・運営する。
 （資産及び会計）
第１３条　この法人の資産は､ 次に掲げるも　　　　のをもって構成する｡ 
　　　(1)設立当初の財産目録に記載された　　　　　資産
　　　(2)会費
　　　(3)寄附金品
　　　(4)財産から生ずる収入
　　　(5)事業に伴う収入
　　　(6)その他の収入
 　(資産の管理) 
第１４条　この法人の資産は､代表が管理し､その方法は､総会の議決を経て代表が別に定める｡
　 (事業計画及び予算) 
第１５条　この法人の事業計画及び収支予算は､代表が作成し､総会の議決を経て定める｡ 
　　(事業報告及び決算) 
第１６条　本会の事業報告書､収支計算書及び財産目録等の決算に関する書類は､毎事業年度終了後速やかに代表が作成し、監事の監査を受け､総会の議決を経なければならない｡ 
２　決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。
　（全国大会の会計）
第１７条　全国大会の会計は、大会実行委員会が独自に掌握する。
　（付則）
１．本会則は2004年4月10日より発効する。
２．本会則は2007年5月27日に改訂された。

３．本会則は2008年6月　日に改訂された。
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